




科学校)に 出会 って感銘を受けたことがある。 日本の各地に未だそうした記念すべき建物が幾
っか残され保存 されていることだろう。明治の 『学制』頒布か ら既に百二十年、先人たちの思
いや努力が次第に消え去ろうとするとき、単に回顧的にではなく 「学校文化のうち、とくに物
的な側面に着 目して、 日本の学校とその教育の特色を」、 しか も 「未来的展望のもとで、歴史




全 楽氏が加わる。 「目次」から構成を見 ると、次 に掲げるようにユニークな内容になってい
る。なお、担当執筆者名を敬称略で添えておく。
はしがき(石 附)
1教 具か ら見る学校文化(石 附)
ll建物としての学校(石 附)
皿 教室の道具立て(矢 野)






ている。例えば、各章を順に一節ずっだけ取 り上げれば、 「教育観と教具」 「学校建築のガイ
ドライン」 「教授用具のたどる道一黒板と掛図」 「西洋生まれの教授法との出会い」 「石盤
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謄写版で手を黒 く汚 した時代の教育とは、単に教員の労力面だけでなく、学習状況をす ら大き
く様変 りさせているのである。





である」 と。 したがって、筆者は更に 「方法、技術への過信を仮にいま技術信仰と表現 し、他
方、方法、技術を軽視ないし無視 して専 ら観念に偏 り精神至上の立場をとるのを技術アレルギー
というならば、 日本の教育は、っねにこの両者の分岐的な流れのままに動いて きたといえる」




第2章 では、明治10年代における小学校建築が、 「上からの指導」 「地域の各層による 『共
立』的性格」そして 「地域のセンターとして」 という特色を持ちっっ、校舎のモデルに統一的
基準がなく、地方独自のやり方で行なわれたことを、いろいろな写真や図版を活用 して説明し
ている。また、明治24年の 『小学校設備準則』による 「外観ノ虚飾 ヲ去 リ質素堅牢ナラシム」
ことを根本 としたパターンが明治末年になると 「機能上の観点からの見方のほかに 『美観』を
重んじる校舎への要望も強くなって」 きたことを、 「美育 との関連で構想 したものとして、今
日の学校にも当てはまる普遍性がある」 と注目し、最後に学校建築は 「安全、堅牢」 「地域の
センターとしての役割」をもち、 「ゆとりとムダの空間やレイアウ トのあることが望 ま しい」




第3章 では、 「授業を成り立たせるもの」として、机 と腰掛を近世の寺子屋や欧米のそれと





でない」という意見や、逆に生徒にとって見易 く書き易 くするために可動式の 「塗板」の設置
勧奨を京都府学務課が布達で行なっていたことが紹介されている。筆者は教具に関する結論と
しては 「使用する目的、時間と空間が制約 された状態では、校具 ・教具 と子 どものかかわりは
深まりにくい。むしろ目的による限定を超えて時間と空間の制約を超えたところで、一見 ラン
ダムで無秩序に見える 『遊び』のかたちをとって展開される教具 と子 どもとのかかわりによっ












掛図への注目点 として、広 く普及 している 「世界地図」は、いつごろどのようにして日本を





第4章 では、筆者 は、中世 ヨーロッパの教会で扱われたカテキズムを初めとして、 「読み、
暗唱する」ことに重点が置かれていた欧米の教育法にたいし、我が国の学習が寺子屋に明 らか
なように 「書 く」ことを中心に実践 されていたことを注目する。そして、 「文字に対する依存
性の高い言語である日本語をコミュニケーションの手段 としてもっ日本の文化において、手習
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いに代表される、文字を 『書 く』 ことを中心 とした学習形態はいわば理にかなったものであっ
た」が、 『学制』による 「『話す』言葉中心である発問法の導入は、文字依存度の高い日本人
にとっては負担の大 きいものであった」 という。そして、 「発問法はその後日本では成功 しな
かったり形式に流れたりしたのである。その大 きな原因のひとっが この言語の問題である」 と
する。であるならば、今 日国際時代にあって、 「話す」 ことへの学習の転換は、宿命的に乗 り




ということへの関心からでもある。 この点、筆者 も言 うとおり、毛筆、石盤、鉛筆、そして更




よる漢字の使用は筆者 も言 うとおり増えているのであるから、 これは亦 もう一つの問題であろ
う。なお、此処への発展の過程で、消えない筆記用具として簡便なボールペンが発明され普及
したことも、時代が下がるとはいえ、今後注目されてよいであろう。
学習への影響 という意味で、石盤から練習帳への変遷は、今の子 ども達に是非 とも知 らせた
い内容になっている。 「もともと、石盤は西洋か ら導入されたものであったが、西洋において
よりも日本において多用されたといってよい」そうである。それは 「文字依存性の強い日本文
化 とその学習文化」に由来するとされる。この場合、文字 は主 として漢字を意味するであろう。
そのゆえに欧米では今に至るまで大勢を占めるタイプライターが、 日本では公文書にまで求め
られながら、片仮名 ・平仮名タイプを含め、結局は庶民の使用するところまで行かなかったの







にな」ったという。 しか し、当時としては、日本の教育界はそれを必ず しも歓迎せず、 「旧来





降急速に普及するのは、逆に 「学校が神聖な空問と見 られ、そこへ行 くのにふさわしい服装 と
さ れたから」であり、やがて 「国家神道 と学校教育の結びっきがスムーズに浸透 してい く基








筆者はまとめとして、 「この 『文化による無言の教育』の中身は、'明治 ・大正期 を通 じて、
基本的なところでどう変化 したのか。その後の時代にはさらにどう変化 して、現代の私たちの




者を十分触発するものとして、あ らためて高 く評価 したい。
(思文閣出版刊、1992年6月発行、A5版264頁、定価2,369円)
一121一

